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島根県の東部に位置し、面積は553.18㎢で
す。北部は出雲平野や宍道湖が広がる松江
市、出雲市と接し、南部に中国山地が連な
り、広島県に接しています。
市内には、一級河川の斐伊川と支流の赤川・
三刀屋川・久野川などのほか、神戸川に注ぐ
稗原川、波多川が流れています。このため、
加茂町から大東町、木次町、三刀屋町にか
け、斐伊川と赤川、三刀屋川の合流地点を中
心に平坦部が広がっていますが、南部は中国
山地に至る広範な山間部となっています。

市内各地に神話や伝説が残り、多くの遺跡や
古墳が発掘され、平成８年10月には１ヵ所
の出土としては全国最多となる39個の銅鐸
が加茂岩倉遺跡から出土しています。
市の中央を縦断する斐伊川は、ヤマタノオロ
チ伝説でも知られ、古くから支流周辺の低地
では農耕が営まれ、また、山間部ではたたら
製鉄や炭焼きが盛んに行われてきました。

地 勢
TOPOGRAPHY

歴 史
HISTORY

雲南市の人口は、平成27年国勢調査による
と39,032人で、平成22年国勢調査と比較す
ると2,885人（6.9%）減少し、うち65歳以
上の老齢人口が占める割合は36.5%と、年々
高齢化が進んでいます。年齢別人口構成は、
少子高齢化が進み、平成２年には高齢化率が
年少人口割合を上回り、平成27年には年少
人口割合は11.8%となっています。
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完成した神原企業団地（加茂）
令和元年11月にオープンした

国民宿舎清嵐荘

中心市街地商業施設「コトリエット」

ごあいさつ

雲南市プロフィール
P R O F I L E

　雲南市は、「生命と神話が息づく新しい日本のふるさとづくり」を基本理念
に掲げ、市民の皆様と力を合わせ、「課題先進地」から「課題解決先進地」へのチャ
レンジに取り組んでいます。
　特に、質の高い教育の提供により将来を担う人材の育成を図る「子どもチャ
レンジ」、課題解決に向けた起業をすすめる「若者チャレンジ」、地域自主組織
による住民主体の地域づくりをすすめる「大人チャレンジ」、地域と市内外の
企業が協働し社会課題を解決する「企業チャレンジ」。これらの取り組みによ
る地域づくりは、お陰さまで全国的に注目されるようになってきました。
　令和２年度は、これらチャレンジの取り組みに加え、若者に好まれる雇用の
場の確保、子育てしながら働きやすい環境づくりなど、より一層取り組みを強
化してまいります。このためには、行政や地域自主組織など多様な関係者が協
働しながら地域全体を支え合うことが必要であり、これにチャレンジしてまい
ります。

雲南市長
速水　雄一

【農林業】有機農業への先駆的な取り組みから安全・安心な米や畜産、
野菜、花き栽培など良質な農畜産物が生産され、平成10年から続く島
根県農業協同組合と連携した農産物の産直のほか、乳製品やワインな
どの多彩な加工品も作られています。
林業では、豊富な森林資源の新たな活用策として、木質チップボイラー
等の整備を中核として市民参加による林地残材の収集運搬や地域通貨
も活用した森林バイオマスエネルギー事業の取り組みを進めています。

【工　業】加茂町・木次町等に企業団地が整備されており、誘致企業を
はじめとする事業所が立地しています。特に木次町に一般機械製造業、
電気機械製造業等の集積が進んでおり、
平成28年経済センサス―活動調査の製造
品出荷額は県内第4位となっています。
産業分類別でみると、食料品、衣料、木材、
一般機械などの事業所が立地していま
す。

【商　業】市内では消費の多くが市外に流出し、小売業の販売額が低下
することによる地域商業の低迷が顕著に
なってきています。市の中心市街地にお
いては、新たな商業集積施設の整備や既
存商業施設のリニューアルなどによる中
心市街地活性化事業に取り組み、小売販
売額の増加と消費の流出に歯止めをかけ
るために、地域商業の新たな活気づくり
とまちの賑わいづくりを進めます。

【観　光】豊かな自然・歴史資源に恵ま
れており、観光資源が豊富にあります。
温泉・道の駅・公園・ゴルフ場・博物館
等の観光・レクリエーション施設も多数
整備されており、雲南市には年間146万
人が訪れています。
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令和２年度の主な取り組み

みんなで築くまち
地域課題の解決をめざす、子ども × 若者 × 大人のチャレンジに、令和元
年度から新たに企業チャレンジを加え、市内外の企業と地域が協働して地
域課題解決に向けた取り組み（ソーシャルチャレンジ）をすすめています。
また、住民主体の地域づくり組織による小規模多機能自治に挑戦する全国
の自治体等と構築したネットワーク（代表：雲南市）を通じて、相互の情
報交換・学び合いにより、小規模多機能自治を推進しています。

取り組み

01 協働・行政経営

安全・安心で快適なまち
「人口の社会増」に向け、市内に定住しようとする子育て世帯に対して、民間分
譲地の購入支援や空き家改修支援を行うとともに、三世代同居のための住宅改修
に対する助成も行っています。併せて、東京２３区からの移住支援や、民間賃貸
住宅の家賃助成を行っています。
さらに、今後、ケーブルテレビ伝送路設備を光ファイバーケーブル化することか
ら、４Ｋ・８Ｋ放送や、超高速インターネットに対応できる環境が整う予定です。

取り組み

02 定住環境

支えあい健やかに暮らせるまち
市民誰もが住み慣れた地域で、その人らしく最後まで安心して暮らし続けられる
よう、医療・介護・予防・住まい・生活支援の関係機関とのネットワークによる
地域包括ケアシステムの構築をすすめています。
また、子育て環境の向上を図るため、放課後児童クラブの整備や義務教育終了ま
での子ども医療費無料化、保育所等の副食費無償化などを実施しているほか、満
18 歳未満の児童が３人以上いる世帯のうち、３人目以降の児童（対象：０～２
歳児）にかかる保育料を無料にしています。

取り組み

03

ふるさとを学び育つまち
中学校・高校にコーディネーターを配置して、『夢』発見プログラムの充実やコミュニティー
スクールを活性化させ、幼児期から高校までの連続性あるキャリア教育を柱とする教育
魅力化をより一層すすめます。また、おんせんキャンパス（教育支援センター）や子ども
家庭支援センター学習塾『まなびぃ』等による児童生徒へのきめ細やかな支援を行います。
さらに、雲南コミュニティハイスクールコンソーシアムを核に、個別最適化された学びや自
分らしくチャレンジすることのできる教育環境（未来の学校）づくりに取り組みます。

取り組み

04 教育・文化

挑戦し活力を産みだすまち
若者および子育てしながら働きやすいＩＴ・ソフト産業の事務職場の誘致に取り組む
とともに、専門スタッフによる企業誘致、事業継承や起業支援、地場産業の振興に取
り組んでいます。
また、雲南市ブランド米「プレミアムつや姫たたら焔米」のブランド力強化に向け、
品質向上や栽培拡大に取り組むとともに、雲南市の「食の幸」の魅力を体感できる施
設整備をすすめています。

取り組み

05 産業

まちづくりの基本理念

雲南市のめざす姿

『人口の社会増』への挑戦

生命と神話が息づく新しい日本のふるさとづくり
「課題先進地」から「課題解決先進地」へ

いのち

私たちは、力を合わせて課題を乗り越えるという合併時の決意を忘れず、さ
らに歩みをすすめます。
グローバル経済が進展する社会において、経済の好循環と地域の自立に向け
た挑戦。平和や地球環境、食料、エネルギーなど地球規模の課題に対しての
雲南市の責務の遂行。格差や差別のない、安全・安心な暮らしづくり。そして、
何よりも持続可能な地域に向け、人口の急激な減少を食い止める挑戦。
私たちは、雲南市が継承してきた恵みを活かし、助け合い、情報を共有し、
互いに学び合い、そして、外へ伝え、外とつながっていくことで、これらの
課題に立ち向かいます。

基本理念に掲げた挑戦により、「安全・安心」「活力と賑わい」「健康長寿・生涯現役」の実現をめざします。
多彩な地域づくり組織や市民と行政の協働により、「課題先進地」から「課題解決先進地」へと失敗を恐れな
い挑戦を続けます。

第２次雲南市総合計画（前期基本計画・第１期総合戦略）にお
いて、「定住基盤の整備」と「人材の育成・確保」に関する施
策を着実にすすめてきたことにより、子育てしやすい環境だと
感じる保護者の割合や、雲南市内へ新たに住宅を建築する世帯
数が増加してきています。
こうした状況を踏まえ、第２次雲南市総合計画（後期基本計画・
第２期総合戦略）においても、子育てしながら働きやすい環境
づくりや、子育て世代に好まれるような住宅環境の整備など、
安心して子どもを産み育てることができる環境を整え、人口の
社会増をめざします。

雲南市の
挑　戦

第２次雲南市総合計画
（後期基本計画・第2期総合戦略）

交流人口を拡大し、訪
れる人が住みたくなる
魅力あふれるまちに向
け、地域づくり活動や
若者のチャレンジを支
援するほか、中間支援
組織の育成など、時代
を先取りする行政経営
に挑戦します。

みんなで築くまち
（協働・行政経営）

安全･安心な生活を営む
ための生活基盤の計画
的な整備や維持のほか、
自然災害や原発事故な
どに備える体制の整備
をすすめるほか、地域
自主組織の自主防災・
防犯の活動を支援しま
す。また、都市機能の充
実や定住のための住宅
施策を一層すすめます。

安全・安心で
快適なまち
（定住環境）

子どもたちが健やかに
育つよう、子育てしや
すい環境を一層充実し
ます。また、医療体制
の充実とともに、介護・
障がい者福祉サービス
基盤の充実を図り、事
業者とともにサービス
提供に努め、自立に向
けた支援をします。

支えあい健やかに
暮らせるまち

（保健・医療・福祉）

確かな学力、豊かな心、
健やかな体を育む教育
環境の充実を図るとと
もに、学校・家庭・地
域（企業・NPOを含む）
との協働により、子ど
もから大人まで多様な
学びの環境と機会の充
実を図ります。

ふるさとを学び
育つまち

（教育･文化）

農林業や観光、中小企
業の振興に加え、企業
立地のための環境整備
を図るとともに、創業
者や経営者の活力ある
産業振興に向けた挑戦
を支援します。

挑戦し活力を
産みだすまち
（産業）

分野ごとの将来像

●私たちは、「人と自然と歴史と食の幸」を受け継いできたことに感謝し、大切にしていきます。●私たちは、その幸を活かし、市民力を結集し、課題に立ち向います。
●私たちは、挑戦を通し交流を生み出し、世界につながります。

子育てしやすい環境だと感じる保護者の割合
（行政サービスの視点から）
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安全・安心で快適なまち
「人口の社会増」に向け、市内に定住しようとする子育て世帯に対して、民間分
譲地の購入支援や空き家改修支援を行うとともに、三世代同居のための住宅改修
に対する助成も行っています。併せて、東京２３区からの移住支援や、民間賃貸
住宅の家賃助成を行っています。
さらに、今後、ケーブルテレビ伝送路設備を光ファイバーケーブル化することか
ら、４Ｋ・８Ｋ放送や、超高速インターネットに対応できる環境が整う予定です。

取り組み

02 定住環境

支えあい健やかに暮らせるまち
市民誰もが住み慣れた地域で、その人らしく最後まで安心して暮らし続けられる
よう、医療・介護・予防・住まい・生活支援の関係機関とのネットワークによる
地域包括ケアシステムの構築をすすめています。
また、子育て環境の向上を図るため、放課後児童クラブの整備や義務教育終了ま
での子ども医療費無料化、保育所等の副食費無償化などを実施しているほか、満
18 歳未満の児童が３人以上いる世帯のうち、３人目以降の児童（対象：０～２
歳児）にかかる保育料を無料にしています。

取り組み

03

ふるさとを学び育つまち
中学校・高校にコーディネーターを配置して、『夢』発見プログラムの充実やコミュニティー
スクールを活性化させ、幼児期から高校までの連続性あるキャリア教育を柱とする教育
魅力化をより一層すすめます。また、おんせんキャンパス（教育支援センター）や子ども
家庭支援センター学習塾『まなびぃ』等による児童生徒へのきめ細やかな支援を行います。
さらに、雲南コミュニティハイスクールコンソーシアムを核に、個別最適化された学びや自
分らしくチャレンジすることのできる教育環境（未来の学校）づくりに取り組みます。

取り組み

04 教育・文化

挑戦し活力を産みだすまち
若者および子育てしながら働きやすいＩＴ・ソフト産業の事務職場の誘致に取り組む
とともに、専門スタッフによる企業誘致、事業継承や起業支援、地場産業の振興に取
り組んでいます。
また、雲南市ブランド米「プレミアムつや姫たたら焔米」のブランド力強化に向け、
品質向上や栽培拡大に取り組むとともに、雲南市の「食の幸」の魅力を体感できる施
設整備をすすめています。

取り組み

05 産業

まちづくりの基本理念

雲南市のめざす姿

『人口の社会増』への挑戦

生命と神話が息づく新しい日本のふるさとづくり
「課題先進地」から「課題解決先進地」へ

いのち

私たちは、力を合わせて課題を乗り越えるという合併時の決意を忘れず、さ
らに歩みをすすめます。
グローバル経済が進展する社会において、経済の好循環と地域の自立に向け
た挑戦。平和や地球環境、食料、エネルギーなど地球規模の課題に対しての
雲南市の責務の遂行。格差や差別のない、安全・安心な暮らしづくり。そして、
何よりも持続可能な地域に向け、人口の急激な減少を食い止める挑戦。
私たちは、雲南市が継承してきた恵みを活かし、助け合い、情報を共有し、
互いに学び合い、そして、外へ伝え、外とつながっていくことで、これらの
課題に立ち向かいます。

基本理念に掲げた挑戦により、「安全・安心」「活力と賑わい」「健康長寿・生涯現役」の実現をめざします。
多彩な地域づくり組織や市民と行政の協働により、「課題先進地」から「課題解決先進地」へと失敗を恐れな
い挑戦を続けます。

第２次雲南市総合計画（前期基本計画・第１期総合戦略）にお
いて、「定住基盤の整備」と「人材の育成・確保」に関する施
策を着実にすすめてきたことにより、子育てしやすい環境だと
感じる保護者の割合や、雲南市内へ新たに住宅を建築する世帯
数が増加してきています。
こうした状況を踏まえ、第２次雲南市総合計画（後期基本計画・
第２期総合戦略）においても、子育てしながら働きやすい環境
づくりや、子育て世代に好まれるような住宅環境の整備など、
安心して子どもを産み育てることができる環境を整え、人口の
社会増をめざします。

雲南市の
挑　戦

第２次雲南市総合計画
（後期基本計画・第2期総合戦略）

交流人口を拡大し、訪
れる人が住みたくなる
魅力あふれるまちに向
け、地域づくり活動や
若者のチャレンジを支
援するほか、中間支援
組織の育成など、時代
を先取りする行政経営
に挑戦します。

みんなで築くまち
（協働・行政経営）

安全･安心な生活を営む
ための生活基盤の計画
的な整備や維持のほか、
自然災害や原発事故な
どに備える体制の整備
をすすめるほか、地域
自主組織の自主防災・
防犯の活動を支援しま
す。また、都市機能の充
実や定住のための住宅
施策を一層すすめます。

安全・安心で
快適なまち
（定住環境）

子どもたちが健やかに
育つよう、子育てしや
すい環境を一層充実し
ます。また、医療体制
の充実とともに、介護・
障がい者福祉サービス
基盤の充実を図り、事
業者とともにサービス
提供に努め、自立に向
けた支援をします。

支えあい健やかに
暮らせるまち

（保健・医療・福祉）

確かな学力、豊かな心、
健やかな体を育む教育
環境の充実を図るとと
もに、学校・家庭・地
域（企業・NPOを含む）
との協働により、子ど
もから大人まで多様な
学びの環境と機会の充
実を図ります。

ふるさとを学び
育つまち

（教育･文化）

農林業や観光、中小企
業の振興に加え、企業
立地のための環境整備
を図るとともに、創業
者や経営者の活力ある
産業振興に向けた挑戦
を支援します。

挑戦し活力を
産みだすまち
（産業）

分野ごとの将来像

●私たちは、「人と自然と歴史と食の幸」を受け継いできたことに感謝し、大切にしていきます。●私たちは、その幸を活かし、市民力を結集し、課題に立ち向います。
●私たちは、挑戦を通し交流を生み出し、世界につながります。

子育てしやすい環境だと感じる保護者の割合
（行政サービスの視点から）

65.9 71.2 79.2 75.0 

62.0 63.0 
64.0 67.0 

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0

H27 H28 H29 H30

％ 実績 目標

新設住宅建築戸数

107

61 54
79 87

113 117 122 127 

0

20

40

60

80

100

120

140

H26 H27 H28 H29 H30

戸 実績 目標

保健・医療・福祉

ほむらまい
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人口動態（島根県人口動態調査）

人口ピラミッド（住民基本台帳H31.4.1 現在）

人口（住民基本台帳）

統計資料・グラフで見る雲南市

これまでの「子ども×若者×大人チャレンジ」により、市内各地で多様なまちづくりの取り組みがすすめられて
います。
これから変化が激しく、複雑化された社会課題に対応するため、新たに企業が地域課題の解決を進める「企業チャ
レンジを」を加え、地域全体で社会課題を解決する「ソーシャルチャレンジ」を加速させます。このチャレンジ
が同様の課題を抱える全国の先導役として、世界の ICT 分野で最先端を走るシリコンバレーのように、雲南市が
チャレンジの最先端を走る「ソーシャルチャレンジバレー」をめざします。

「子ども×若者×大人×企業チャレンジの連鎖」による持続可能なまちづくり
ソーシャルチャレンジバレーへの挑戦

「地方創生」のリーディ
ングプロジェクト

新しい時代に対応した「公教育モデル」を構築し、“ス
ペシャルチャレンジ”※ を起こす気概のある 18 歳を
育みます。
※ my（個人の内側からこみ上げてくる）、social（社会性
を帯びる）、action（主体的な行動を伴い学び成長する）
の観点を有するチャレンジ。

【基本事業①】テクノロジーの活用や地域協働によ
るチャレンジプログラムを確立し、誰もがチャレン
ジできる教育環境を創出します。
【基本事業②】個別最適化された学びや自分らしく
チャレンジできる教育環境（未来の学校）を構築し
ます。

Challenge

1
Challenge

2

地域を担う多様な人材を育成・確保する仕組みを構
築するとともに、地域の持続可能性を高める多世代・
多分野の “ソーシャルチャレンジ” を創出します。

【基本事業①】地域経営カレッジや各地域独自の取
り組みを通じて、次の担い手が地域づくりに関わる
きっかけをつくります。
【基本事業②】地域円卓会議等を通じて地域課題を
共有・議論し、多様な関係者の協働による事業創出
や既存事業の見直しを行います。
【基本事業③】地域自主組織をはじめとする多様な
関係者が分野を越え、役割を担い合う体制構築と活
動拠点の整備を行います。

Challenge

3
Challenge

4

未来をつくる意志と力を育む
「子どもチャレンジ」

地域と自分の未来を切り拓く
「若者チャレンジ」

自分たちが地域を経営する
「大人チャレンジ」

地域と共に社会課題に挑む
「企業チャレンジ」

志ある大学生や若者、市内事業者のイノベーション
を創発し、地域に必要な新事業を創出します。

【基本事業①】多分野、多世代のチャレンジャーが
それぞれの領域を超えてつながり、学び合う場をつ
くります。
【基本事業②】起業や新事
業開発を支える伴走支援体
制を構築すると共に、必要
な人材や資金調達を支援す
る仕組みの充実・強化を図
ります。

地域と市内外の企業による連携協働を進め、社会課
題を解決する新事業を創出します。

【基本事業①】企業等が市内の地域活動や課題への
理解を深める機会の提供や、地域と共に社会課題を
解決する実証事業を支援します。
【基本事業②】企業チャレ
ンジの持続可能な仕組みを
整えると共に地域全体で社
会課題解決を推進する体制
を構築する。
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人口動態（島根県人口動態調査）

人口ピラミッド（住民基本台帳H31.4.1 現在）

人口（住民基本台帳）

統計資料・グラフで見る雲南市

これまでの「子ども×若者×大人チャレンジ」により、市内各地で多様なまちづくりの取り組みがすすめられて
います。
これから変化が激しく、複雑化された社会課題に対応するため、新たに企業が地域課題の解決を進める「企業チャ
レンジを」を加え、地域全体で社会課題を解決する「ソーシャルチャレンジ」を加速させます。このチャレンジ
が同様の課題を抱える全国の先導役として、世界の ICT 分野で最先端を走るシリコンバレーのように、雲南市が
チャレンジの最先端を走る「ソーシャルチャレンジバレー」をめざします。

「子ども×若者×大人×企業チャレンジの連鎖」による持続可能なまちづくり
ソーシャルチャレンジバレーへの挑戦

「地方創生」のリーディ
ングプロジェクト

新しい時代に対応した「公教育モデル」を構築し、“ス
ペシャルチャレンジ”※ を起こす気概のある 18 歳を
育みます。
※ my（個人の内側からこみ上げてくる）、social（社会性
を帯びる）、action（主体的な行動を伴い学び成長する）
の観点を有するチャレンジ。

【基本事業①】テクノロジーの活用や地域協働によ
るチャレンジプログラムを確立し、誰もがチャレン
ジできる教育環境を創出します。
【基本事業②】個別最適化された学びや自分らしく
チャレンジできる教育環境（未来の学校）を構築し
ます。

Challenge

1
Challenge

2

地域を担う多様な人材を育成・確保する仕組みを構
築するとともに、地域の持続可能性を高める多世代・
多分野の “ソーシャルチャレンジ” を創出します。

【基本事業①】地域経営カレッジや各地域独自の取
り組みを通じて、次の担い手が地域づくりに関わる
きっかけをつくります。
【基本事業②】地域円卓会議等を通じて地域課題を
共有・議論し、多様な関係者の協働による事業創出
や既存事業の見直しを行います。
【基本事業③】地域自主組織をはじめとする多様な
関係者が分野を越え、役割を担い合う体制構築と活
動拠点の整備を行います。

Challenge

3
Challenge

4

未来をつくる意志と力を育む
「子どもチャレンジ」

地域と自分の未来を切り拓く
「若者チャレンジ」

自分たちが地域を経営する
「大人チャレンジ」

地域と共に社会課題に挑む
「企業チャレンジ」

志ある大学生や若者、市内事業者のイノベーション
を創発し、地域に必要な新事業を創出します。

【基本事業①】多分野、多世代のチャレンジャーが
それぞれの領域を超えてつながり、学び合う場をつ
くります。
【基本事業②】起業や新事
業開発を支える伴走支援体
制を構築すると共に、必要
な人材や資金調達を支援す
る仕組みの充実・強化を図
ります。

地域と市内外の企業による連携協働を進め、社会課
題を解決する新事業を創出します。

【基本事業①】企業等が市内の地域活動や課題への
理解を深める機会の提供や、地域と共に社会課題を
解決する実証事業を支援します。
【基本事業②】企業チャレ
ンジの持続可能な仕組みを
整えると共に地域全体で社
会課題解決を推進する体制
を構築する。
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293億7,000万円
42億6,770万円
11億5,800万円

430万円
13億4,500万円

40万円
0万円

361億4,540万円

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
農業労働災害共済事業
生活排水処理事業
財産区
土地区画整理事業

会　計　名

合　　　計

一　　般　　会　　計

令和2年度予算額 平成31年度予算額 増 減 額
294億5,100万円

43億9,970万円
10億8,900万円

440万円
25億9,600万円

96万円 
3,220万円

375億7,326万円

▲8,100万円
▲1億3,200万円

6,900万円
▲10万円

▲12億5,100万円
▲56万円

▲3,220万円
▲14億2,786万円

特
別
会
計

産業別従事者数（平成27年国勢調査） 令和２年度　一般会計当初予算額

令和２年度　会計別当初予算額

一般会計歳入内訳

293億7,000万円

地方税
38億9,433万円

（13.3％）

その他自主財源
27億8,049万円

（9.4％）

地方交付税
126億7,000万円

（43.1％）

人件費
44億2,415万円

（15.1％）

公債費
39億5,509万円

（13.5％）

扶助費
35億9,906万円

（12.3％）

普通建設事業費等
45億2,594万円

（15.4％）

物件費
38億5,270万円

（13.1％）

補助費等
57億3,050万円

（19.5％）

繰出金
27億7,395万円

（9.4％）

その他
5億861万円
（1.7％）

自主財源
（22.7％）

依存財源
（77.3％）

一般会計性質別歳出内訳

293億7,000万円

義務的経費
（40.9％）

その他経費
（43.7％）

投資的経費
（15.4％）

国庫支出金
19億5,360万円

（6.7％）

県支出金
17億3,248万円

（5.9％）

市債
51億4,210万円

（17.5 ％）

その他
11億9,700万円

（4.1％）
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293億7,000万円
42億6,770万円
11億5,800万円

430万円
13億4,500万円

40万円
0万円

361億4,540万円

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
農業労働災害共済事業
生活排水処理事業
財産区
土地区画整理事業

会　計　名

合　　　計

一　　般　　会　　計

令和2年度予算額 平成31年度予算額 増 減 額
294億5,100万円

43億9,970万円
10億8,900万円

440万円
25億9,600万円

96万円 
3,220万円

375億7,326万円

▲8,100万円
▲1億3,200万円

6,900万円
▲10万円

▲12億5,100万円
▲56万円

▲3,220万円
▲14億2,786万円

特
別
会
計

産業別従事者数（平成27年国勢調査） 令和２年度　一般会計当初予算額

令和２年度　会計別当初予算額

一般会計歳入内訳

293億7,000万円

地方税
38億9,433万円

（13.3％）

その他自主財源
27億8,049万円

（9.4％）

地方交付税
126億7,000万円

（43.1％）

人件費
44億2,415万円

（15.1％）

公債費
39億5,509万円

（13.5％）

扶助費
35億9,906万円

（12.3％）

普通建設事業費等
45億2,594万円

（15.4％）

物件費
38億5,270万円

（13.1％）

補助費等
57億3,050万円

（19.5％）

繰出金
27億7,395万円

（9.4％）

その他
5億861万円
（1.7％）

自主財源
（22.7％）

依存財源
（77.3％）

一般会計性質別歳出内訳

293億7,000万円

義務的経費
（40.9％）

その他経費
（43.7％）

投資的経費
（15.4％）

国庫支出金
19億5,360万円

（6.7％）

県支出金
17億3,248万円

（5.9％）

市債
51億4,210万円

（17.5 ％）

その他
11億9,700万円

（4.1％）
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ラ
メ
ー
ル

八口神社

河辺神社

ラ
ソ
ン
テ

加茂岩倉ＰＡ
日本の棚田百選

ため池百選
うしおの沢池

八雲山

大
森
神
社

布須神社（御室山）

塩
ヶ
平
温
泉

（
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー
）

道
の
駅

た
た
ら
ば
壱
番
地

吉田掛合IC

雲南吉田IC

至三次東JCT・IC

飯 南 町

奥 出 雲 町

松 江 市

出 雲 市

安 

来 

市

道の駅おろちの里

島根県さくらおろち湖ボート競技施設

雲南市尾原地域づくり
支援センター

さくらおろち湖

下布施農村体験施設
ホースセラピー施設 島根県さくらおろち湖

自転車競技施設

ダムの見える牧場

チェリヴァホール

至出雲市斐川町

ワイナリー奥出雲葡萄園

コ
ト
リ
エ
ッ
ト

加茂岩倉遺跡

木次線トロッコ列車
「奥出雲おろち号」
（木次駅～備後落合駅）

菅谷たたら山内

斐
伊
川
和
紙

令和3年
オープン

雲 南 市
観光マップ

Unnan Sightseeing Map
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出雲縁結び空港から
車（タクシー）で約20分

ＪＲ松江駅から

ＪＲ出雲市駅から

ＪＲ宍道駅から

ＪＲ木次駅まで約1時間

ＪＲ木次駅まで約1時間

ＪＲ木次駅まで約30分

中国自動車道から

松江自動車道から

三次東JCT・ICから松江自動車道で45分
東城 I C から国道314号で約2時間

三刀屋木次 I C から約5分
松江玉造 I C から35分
出雲 I C から30分

安来市

雲南市

松江市

出雲市

庄原市
三次市

飯南町

奥出雲
町

中国自動車道

山陽自動車道

宍道湖

314

184

54

45

269

9
9

432

314
432

431

24

三次
 IC

三次東
JCT・ IC

東城 IC庄原 IC

広島 IC 尾道 IC 福山東 IC尾道JCT

千代田 IC

備後落合

米子西 IC
東出雲IC 安来IC 山陰道

米子鬼太郎空港
●中海

松江玉造IC

松江しんじ湖温泉
●

●玉造温泉

一畑電鉄

出雲縁結び空港●

Ｊ
Ｒ
木
次
線

木次
雲南市役所

斐伊川

松
江
自
動
車
道

松
江
だ
ん
だ
ん
道
路

山陰本線

出雲大社●
宍道IC宍道ＪＣＴ

斐川 IC

加茂岩倉PA

出雲 IC
三刀屋木次IC

吉田掛合IC

雲南吉田IC

高野IC

口和IC

●日御碕

島根県
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雲南市へのアクセス
A C C E S S

島根県雲南市　〒699-1392 島根県雲南市木次町里方521番地1　TEL：0854-40-1000（代表）
http://www.city.unnan.shimane.jp/　e-mail:unnan-city@city.unnan.shimane.jp

令和２年３月

雲南市
ホームページの
二次元コード

432

尾道自動車道

【選定理由】いちょうは、落葉高木で秋には黄
色く色づきます。樹齢は、500 ～ 600年とい
われ、生命力にあふれた樹木です。また、病害
虫にも強くこの地域の気候や風土にも適した育
てやすい樹木です。高さが20 ～ 45ｍと高く、
天に向かって伸びていくその姿は威風堂々とし
て美しくかつ雄大で、まさに雲南市の限りない
発展を象徴しています。市内では官公庁や学校、
寺社の境内などに見られます。春の桜の美しさ
に対し、秋にはいちょうの黄葉で雲南市の美し
い景観づくりを進めたいという思いを込めて選
定しました。

雲南市の「Ｕ」をモチーフに、「いき
いきとした自然・人・街（ふるさと）」「生
命と神話が息づく新しい日本のふるさ
と」をイメージし、全体として、未来
に向かって躍動・発展する雲南市を力
強く表現しています。
全国公募により、1,480点のデザイン
の中から、住民アンケートを経て選定
されました。

【選定理由】日本さくら名所100選に選定され
た「斐伊川堤防桜並木」は、中国地方随一の桜
の名所として花の見頃には、多くの観光客でに
ぎわい、その名を馳せています。また、三刀屋
川堤防、丸子山公園、加茂中央公園など市内各
地に桜並木があり、地域の皆さんに親しまれて
います。そのほかにも、三刀屋町の御衣黄桜、
加茂町三代の枝垂れ桜などの珍しい桜や巨木な
ど地域で親しまれている桜も多く、市内全域の
山々には山桜が自生しています。このように雲
南市民に広く親しまれ、全国にアピールできる
花として桜を選定しました。

都市
宣言

姉妹都市 アメリカ合衆国インディアナ州リッチモンド市　（平成26年8月11日　姉妹都市協定締結）

発　　行

発行年月

いちょう
イチョウ科イチョウ属
平成18年12月21日制定

市　章
平成16年11月1日制定

市の木

さくら
バラ科サクラ属
平成18年12月21日制定

市の花

◆「平和を」の都市宣言 （平成17年11月3日）

◆雲南市男女共同参画都市宣言 （平成25年11月30日）

◆うんなん健康都市宣言 （平成26年11月1日）


